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　家庭で不要になったものを分別して排出することで、それは資源となり新たな製品に
生まれ変わります。製品製造に再生資源が使用されることで、資源の無駄遣いが防げま
す。ぜひ、「分ければ資源、混ぜればごみ」という認識を持って、きちんと分別しましょう。

もっとリサイクル！
第1章

　飲料缶に使用されているスチール缶、アルミ缶の近年のリサイクル率は90％以上です。
　リサイクルシステムは確立しているものの、回収したアルミ缶の一部が海外に輸出され
ています。

スチール缶・アルミ缶
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省資源につながるリデュースとして、
びんの軽量化が進められています。

ガラスびん

　酒類・牛乳などの飲料、調味料、食料などの保存や輸送に用いられるガラスびんは使用後
は資源になります。けい砂、ソーダ灰などを原料にしたガラスは、99.0％が再びびんに生
まれ変わっています。

※詳細は、P24へ。

回収後、カレット（ガラスくず）となり、再
びびんの原料として用いられます。びん
からびんに生まれ変わるリサイクルは、

「エコロジーボトル」と呼ばれています。
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　菓子・食品をはじめ、調味料、シャンプーなどの保存や輸送にプラスチック製の容器包装
が使用されています。原料は原油でプラマークが目印です。

プラスチック製容器包装

プラスチック製容器包装の形は袋、トレ
イ、ネット、カップ、パック、ボトル、ラベ
ルなど多岐にわたっています。

回収時の異物混入はリ
サイクルの課題。対象
を見分けましょう。
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　リサイクルするにあたり、異物や有害物質等が混入してしまうとリサイクルできるものもでき
なくなります。自治体のルールに従って、きちんと分別をしましょう。

（出典）高松市環境局

※消費者の手に渡っていないプレコンシューマーの容器包装PPを使用
（出典）環境省調査

　プラスチック製容器包装からリサイクルされた製品は、より高度なものになるよう取組が進め
られてきており、年々用途が広がっています。

プラスチック製容器包装としては出せないものの例

リサイクルされた製品について

注射器

点滴バッグ

中身が残るか、
汚れているもの

カミソリ・はさみ

紙おむつ

魚（食品）

靴類

ライター

実用段階

H12 H14 H16 H18 H20 H22 H24 H26

試作段階

擬木､車止め・パレット 
屋外の日用品 
農業用資材・屋外建材

( 左に加え) 
雨水貯留槽 
ハンガー

( 左に加え) 
OAフロア・書棚ラック 
屋内向け日用品

自動車部品 
(エンジンアンダーカバー 
エアコンダクター )

( 左に加え) 
プラレール※

リングファイル 
プラレール 
白物家電製品部品


